
［成果情報名］全国卸売業者の青果物取り扱い（入荷・セリ）実態と地域特性

［要約］全国の青果物卸売業者を対象に青果物直接入荷割合、地元産青果物割合、実質セリ取

引割合によって順位付けし、全国的位置が把握できる行政指導参考図表を作成した。また、卸

売市場の形態別に卸売業者のクラスター分析などを行い、関東東山、東北に多い「地元産・セリ

低率型」、四国、九州沖縄に多い「高率バランス型」など青果物取り扱いの特徴を明らかにした。
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［背景・ねらい］

卸売市場の青果物流通は量販店の影響を強く受け、取引形態の変化や地場産品の取り扱い

重視が進んでいる。一方、卸売市場基本方針では取引の透明性確保、相対取引範囲の弾力的

拡大、集荷販売力の強化などが目標の一つとなっている。このため県の卸売業者指導では、〈1〉

転送を除く産地からの青果物直接入荷割合、〈2〉直接入荷量に占める県内産などの地元産青果

物の割合、〈3〉青果物取引における実質セリ割合などが要点の一つとなっている。これら取引等

については関東と関西、大都市部と地方などの地域性が指摘される一方、卸売業者の数値とし

て全国的把握が十分に行われていない状況にある。そこで、個別卸売業者の青果物取り扱いに

関する全国的位置や地域特性が定量的に把握できる調査・分析を行い、行政などに提供する。

［成果の内容・特徴］

1．青果物直接入荷割合（中央値）は、全卸売業者で70%となっており卸売市場の形態による差異

は比較的小さい。地元産青果物割合（中央値）は、全卸売業者では40%であるが、民営地方

卸売市場は60%と高い。また、実質セリ割合（中央値）は、全卸売業者で40%となっているが公

設地方卸売市場では25%と低く、民営地方卸売市場は60%と高い（表1）。

2．各項目の割合を基に、卸売市場の形態別に卸売業者を順位付けしたものが図1である。この

グラフは卸売業者の全国的位置を読みとり、その差異を視覚的に捉えられる。各項目の割合

とも、ほぼ100%から0%（最低直接入荷割合は中央卸売市場で20％、同公設地方卸売市場で10%）

まで広く分布し、卸売業者の青果物取り扱いが多様であることを示している。

3．クラスター分析による類型化（中央値）をみると、中央卸売市場では直接入荷割合が81%と高く

実質セリ割合は50%で地元産が20%と低い「地元産低率型」、直接入荷割合だけが70%と高い

「地元産・セリ低率型」、各項目とも比較的割合の高い「高率バランス型」に区分できる。「地

元産・セリ低率型」、「高率バランス型」と捉えられるタイプは公設及び民営地方卸売市場にも

存在している。なお、公設地方卸売市場はセリ割合だけが低い「セリ低率型」、民営地方卸売市場

は各項目とも割合が低い「低率バランス型」が特徴となっている（表2）。

4．卸売業者が所在する地域と各類型の関係をみると、中央卸売市場では北陸、中国、近畿が「地元

産低率型」、関東東山、東北、東海が「地元産・セリ低率型」、北海道、四国、九州沖縄が「高率

バランス型」がそれぞれ多いと考えられ、公設地方卸売市場、民営地方卸売市場でも図2に示す

ような関係になっている。また、どの卸売市場の形態においても関東東山、東北は「地元産・セリ

低率型」、また四国、九州沖縄は「高率バランス型」の多いことが共通している。

［成果の活用面・留意点］

1．県行政指導などの場面で、対象となる卸売業者の青果物取り扱い実態を個別に把握すれば、

各青果物取り扱い割合の全国的位置や数値比較、タイプ（類型）などが簡単に検討できる。

2．分析した3項目の割合は、卸売業者によって調査票に記入された概数として捉える必要がある。
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図 卸売市場形態別の卸売業者青果物取り扱い実態と1
その順位

注：卸売市場の形態別に、卸売業者の各取り扱い割合の順位をグラフ化したものである。

中央卸売市場の卸売業者112社、公設地方卸売市場151社、民営地方卸売市場679社に郵送し、2：全国の

それぞれ88社、84社、145社の有効回答データを基に順位付けしている。
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図 卸売市場形態別の卸売業者類型2
と地域特性に関する対応分析

注 ：事前に各類型と所在地域のクロス表に対してカイ1

二乗検定を行い有意差( レベル)を確認している。1%

：各対応分析の寄与率は次のとおりである。2

1 2区 分 軸 軸

59% 40%中 央 卸 売 市 場
83% 16%公設地方卸売市場
73% 26%民営地方卸売市場

対応分析後のカテゴリー値に対してクラスター分3:
析を行い、類型化した結果を区分線で表示している。

表 青果物取り扱い割合に基づく2
卸売業者の類型化

注 ：クラスター分析は、現データの距離計算をユークリ1
ッド距離、合併後の距離計算をウォード法とした。

：直接入荷割合、地元産割合、実質セリ割合2
の値は、各類型の である。中央値

表 卸売市場における卸売業者の1

青果物取り扱い実態

注：表の平均値は単純平均値であり、取り扱い量1
を

考慮した加重平均ではない。


